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㸦㸯㸧㸱ᖺ⏕のᏊࡀࡕࡓࡶ࡝学びをあむጼ

ప学年教育の中で㸪子どもたちは自分の⯆࿡にᇶ࡙きとことん「ࡦと࣭もの࣭こと」とかかわるこ

とにᴦしさをឤじ㸪かかわることの౯್に気࡙く⤒㦂を重ねてきた。また㸪ࢧーࢡルやわかちあう場で

は㸪自分の考えとは␗なる཭㐩の考えにゐれ㸪㐪いもᴦしんできた。 

一方で㸪㸱年⏕の発㐩として㸪自分の考えを௚者に受けධれて࡯しいというḧ求がᙉくなったり㸪

௚者の考えとのᕪ␗ࡤかりに目が向き㸪受けධれがたいとឤじたりする様子も見られる。今年から教科

担௵ไでの学⩦がጞまり㸪これまでより多くの「ࡦと࣭もの࣭こと」に出会い㸪深くかかわる場面がቑ

えた。このような㸱年⏕からの学⩦をᴦしみに学ぶ子が多いが㸪時間やෆᐜのไ⣙が⦆やかで㸪ಶの活

動に重きを⨨くこれまでの学校⏕活との㐪いに対ᛂできࡎにいる子も見られた。 

このような子どもの発㐩や実ែから㸪自分の考えと௚者の考えの㐪いを᤼㝖せࡎ㸪受けධれたうえ

で自分の考えを捉え直すというබඹ性がより重せになると考えた。௚者との㐪いはᕪ␗だけでなく㸪

「同じ」や「ఝている」といったඹ通するおもしろさがあることを見いだして࡯しい。ࡑれが市民性の

一ᒙの඘実につながり㸪自分らしさを⏕み出していく。௚者との関係性の中で自分のᛮいや考えが⾲れ

ていくこと㸪関係性の中で自㌟の変ᐜを自ぬすることが㸱年⏕の目指す学びをあむ姿となると考えた。 

㸦㸰㸧㛵ಀの୰࡛ᕷẸᛶを⫱む

のためには㸪教科の学び方が㸪ᕪ␗点からඹ通点や㢮ఝ点を見いだすという点で᭷ຠであると考ࡑ

えられる。例えࡤ㸪ᅜㄒの学⩦では㸪子どもたちがㄞむことを通して自分のឤ想をもったとする。ࡑれ

ぞれのឤ想をඹ᭷することを通して㸪௚者との㐪いやඹ通点に気࡙く。ࡑの気࡙きが「ၥい」につなが

る。理科の学⩦では㸪᳜≀を育てるという⤒㦂を通して㸪᳜≀の✀㢮によって㸪Ⰽやᙧ㸪኱きさは㐪う

けれど㸪育ち方や体のつくりはඹ通しているということを見いだし㸪௚の᳜≀はどうなのだろうと新た

な「ၥい」を⏕む。㐪いやඹ通点というど点から㸪学⩦がᒎ開されつつ発ᒎしていく。 

同様のຠ果を意ᅗして㸪創造活動では㸪まࡎᒇ上から㎶りを見る活動を取りධれた。同じ場ᡤを見

たことで㸪子どもたちの中にඹ通のᅵྎができ㸪自分の見えていなかったことを཭㐩が見ていたことに

気࡙くことができた。例えࡤ㸪同じようにᮾிࢻー࣒に╔目した子の中から㸪ᘓ築に目を向ける子㸪中

で行われる࣋࢖ントに目を向ける子と㐪いが⏕まれた。 

このような㸪「ࡦと࣭もの࣭こと」との関係を通してᕪ␗点とඹ通点を ᚟する取り組みが㸪௚者

の考えに⪥をഴけ㸪ඹឤを⏕む場をつくりだすと考える。関係の中で㸪市民性が育まれていくのである。 

㸦㸱㸧㛵ಀ࡟ᇶ࡙ࡃホ౯を㏻࡚ࡋ

 昨年度までの本校の研究の成果として㸪子どもたちが཭㐩や教ᖌなど௚者との関係をもとにしながら㸪

自分の活動をࡩり㏉ることを通して学⩦を進めていくことが㸪市民性を育むうえで重せであることが見

えてきた。創造活動では㸪てつがくすることを通して㸪自分を見つめていくための௚者㸪ୡ⏺をᗈげて
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いくための௚者の存ᅾをᚲせとする姿が見られた。子どもたちは㸪自分とは㐪うものに会ったとき㸪一

歩㊊を踏みධれる⤒㦂をすることで㸪自分たちの学びを見つめ直すことができた。 

このような「関係にᇶ࡙くホ౯」を通して㸪関係の中でࡑれぞれが自分らしさを⏕み出し㸪主体と

して学びに向かえると考える。ここでいう「ホ౯」とは㸪௚者とかかわりながら㸪自分がよりよく変ᐜ

したと自ぬすること㸪自分の中で変化しないことに気࡙き㸪自分を知ることである㸦㈨ᩱ �㸧。「ホ౯」

は㸪一⯡的に「ࢪࢵࣕࢪ」「点数࡙け」という意࿡のみで捉えられることが多い。また㸪教ᖌが❧てた

「目ᶆ」に฿㐩したかしないかを「ホ౯」し㸪「指導」にいかすためのものとして౑われることもある。

しかし㸪ここで取り上げる「ホ౯」は㸪子ども自㌟が㸪࿘ᅖの௚者とともにࡩり㏉ることを通して㸪学

びを進めていくものである。ࡑの௚者の中には㸪教ᖌもྵまれる。 

 今年度は㸪創造活動だけでなく㸪教科➼の学⩦にも「関係にᇶ࡙くホ౯」を意ᅗ的に取りධれたい。

子どもも教ᖌも㸪多様など点から自分や関係を見つめ直すことが重せである。ࡑれによって㸪ಶの活動

がᗈがり㸪深まり㸪௚者とつながっていくと考える。教ᖌは㸪子どもの考えを⫈き㸪一⥴に考えていく

ことをたのしむ存ᅾでありたい。と同時に㸪子どものあらわれを見ᴟめ㸪子どもの自ᕫホ౯を௚者にࡦ

らく場を設けたり㸪かかわりのᚲせឤを⏕むような⎔ቃをᩚえたりする。 

例えࡤ㸪理科の「㡢のけんきࡹう」の学⩦で㸪糸㟁話に２✀㢮のẟ糸をつけたࣘ࢖とࣞ࢖が片方の

糸をつまんで⪺こえ方を☜かめていた時のことである。஧ேは㸪同じように⪺こ

えるとᛮっていたが㸪⪺こえ方に㐪いがあり㸪୙ᛮ議にᛮってఱ度も試した。☜

かに⪺こえ方は㐪うが㸪どうしてかわからࡎ஧ேで㤳をഴげていた。教ᖌは㸪

全体で研究成果をඹ᭷することを኱ษにしたいと子どもたちにఏえており㸪ࡑ

のような場を設けていた。ࡑこで㸪஧ேは「どうしてなのかまだわからないん

だよね͐」とᡴち明けた。

れを⫈いた子どもたちࡑ

は㸪「糸の㉁がᑡし㐪うの

かもしれない」「重なって

なかった㸽൅たちは௚のも

のとくっついたら⪺こえなくなったよ」「ࣉࢵࢥの✰が኱きいと糸が⦆んで⪺

こえにくい時があるよ。✰の開け方のせいかも」とḟ々とᛂ⟅した。஧ேは㸪

「ḟに試してみます」とᏳᚰした⾲情でᛂえた。また㸪「⚾たちもやってみ

る」という子もいた。教ᖌは㸪発ゝをᯈ᭩に఩⨨࡙けた㸦㈨ᩱ２㸧。㈨ᩱ㸱㸪

㈨ᩱ㸲はࡑの日のࡩり㏉りである。このような姿は㸪学びを進めるために௚者

をᚲせとし㸪教ᖌをྵむ௚者もࡑれにᛂえながらさらに学びを深めていく「関

係にᇶ࡙くホ౯」のあらわれといえよう。 

「関係にᇶ࡙くホ౯」の✚み上げにより㸪௚者とともに㸪⏕ᾭにわたり自分や自分たちのあり方を

ၥい直し⥆けるという市民性を㸪子どもだけでなく㸪ࡑの子とかかわる教ᖌもಖㆤ者も育んでいけるよ

うにしたい。 

㸦㸲㸧௒ᖺᗘの㔜Ⅼ

ձ᪥ᖖの୰࡟⮬ศࡕࡓのᛮࡸ࠸άືをࡃࡽࡦᶵ఍ࡸ㸪እの♫఍ࡿࢃ࠿࠿࡜ᶵ఍をࡿࡃࡘ

授業の中で㸪ࡩり㏉るだけでなく㸪見あう㸪⫈きあうᶵ会を多くした。１学ᮇは㸪創造活動やྛ教

科の学⩦を通して考えたことを学年全体にࡦらく場をつくることで㸪「関係にᇶ࡙くホ౯」を日ᖖ的に

行うようにした。２学ᮇは㸪≉に創造活動で㸪校እ学⩦やࢤスト࣭࢕ࢸーࣕࢳーとのかかわりを通して㸪

社会にࡦらくことを行い㸪ホ౯活動をより意࿡のあるものとして捉えられるようにした。これが㸪学び

のࢭࣟࣉスの㉁を向上させたり㸪関係の㉁を㇏かにしたりすることにつながると考える。 

ղᩍᖌ࡜Ꮚࡶ࡝のホ౯ほをၥࡍ┤࠸

り㏉ることやわかちࡩ。り㏉ることや㸪ඹ᭷するという行Ⅽ自体に౯್をឤじていない子もいるࡩ

あいにどのようなよさがあるのか㸪どのようなᇶ‽があるとよいのか㸪子どもたちと対話することを通

してࡑれぞれの中のホ౯ほを明らかにしていきたい。ࡩり㏉りは㸪ᙧがỴまっているものでなく㸪一ே

のឤじるよさの㐪いにゐれることで㸪自分らしい学び方をࡑ。とり子どもによってឤじるよさが㐪うࡦ

見いだすことができるのではないだろうか。 

㈨ᩱ㸱㸸ࣘ࢖のࡾࡩ㏉ࡾ 

㈨ᩱ㸲㸸࣑ࣝのࡾࡩ㏉ࡾ 
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係にᇶ࡙くホ౯」のあらわれといえよう。 

「関係にᇶ࡙くホ౯」の✚み上げにより㸪௚者とともに㸪⏕ᾭにわたり自分や自分たちのあり方を

ၥい直し⥆けるという市民性を㸪子どもだけでなく㸪ࡑの子とかかわる教ᖌもಖㆤ者も育んでいけるよ

うにしたい。 

㸦㸲㸧௒ᖺᗘの㔜Ⅼ

ձ᪥ᖖの୰࡟⮬ศࡕࡓのᛮࡸ࠸άືをࡃࡽࡦᶵ఍ࡸ㸪እの♫఍ࡿࢃ࠿࠿࡜ᶵ఍をࡿࡃࡘ

授業の中で㸪ࡩり㏉るだけでなく㸪見あう㸪⫈きあうᶵ会を多くした。１学ᮇは㸪創造活動やྛ教

科の学⩦を通して考えたことを学年全体にࡦらく場をつくることで㸪「関係にᇶ࡙くホ౯」を日ᖖ的に

行うようにした。２学ᮇは㸪≉に創造活動で㸪校እ学⩦やࢤスト࣭࢕ࢸーࣕࢳーとのかかわりを通して㸪

社会にࡦらくことを行い㸪ホ౯活動をより意࿡のあるものとして捉えられるようにした。これが㸪学び

のࢭࣟࣉスの㉁を向上させたり㸪関係の㉁を㇏かにしたりすることにつながると考える。 

ղᩍᖌ࡜Ꮚࡶ࡝のホ౯ほをၥࡍ┤࠸

り㏉ることやわかちࡩ。り㏉ることや㸪ඹ᭷するという行Ⅽ自体に౯್をឤじていない子もいるࡩ

あいにどのようなよさがあるのか㸪どのようなᇶ‽があるとよいのか㸪子どもたちと対話することを通

してࡑれぞれの中のホ౯ほを明らかにしていきたい。ࡩり㏉りは㸪ᙧがỴまっているものでなく㸪一ே

のឤじるよさの㐪いにゐれることで㸪自分らしい学び方をࡑ。とり子どもによってឤじるよさが㐪うࡦ

見いだすことができるのではないだろうか。 

㈨ᩱ㸱㸸ࣘ࢖のࡾࡩ㏉ࡾ 

㈨ᩱ㸲㸸࣑ࣝのࡾࡩ㏉ࡾ

࢖ࣘ

ࢧ࣑

㈨ᩱ㸰㸸ᯈ᭩の一㒊 
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㸰 ᤵᴗᐇ㊶ࡽ࠿ࠖࡃࡀࡘ࡚ࠕぢࡓᏊࡕࡓࡶ࡝の学ࡪጼ

㸦㸯㸧ࠖࡃࡀࡘ࡚ࠕのጞࡾࡲ

 㸱年⏕では㸪２年⏕までの⤒㦂を⏕かしながら「てつがく」の授業がጞまる。ప学年では㸪ࢧーࢡル

対話を中ᚰに自分の⤒㦂や考えをㄒったり㸪཭㐩の話を⫈いて㉁ၥしたりする中でᏳᚰして⫈き合うこ

とができる✵間を኱ษにしてきた。㸱年⏕となりࣛࢡス᭰えがあったが㸪ᮅの時間にࢧーࢡル対話の時

間を設けることで２年⏕までのᏳᚰして⫈き合える✵間を引き継ࡄことを意㆑した。 

 しかし㸪㸲᭶当ึはなかなか自分のゝいたいことをゝい出せなかったり㸪話を⫈き合えなかったりす

る姿が見られた。཭㐩にఱかをఏえたいというᛮいがなかなかఏわってこなかった。話しᡭの子は㸪

「බᅬに出かけました」「㔝⌫をしました」など出᮶஦をただ話す時間となっていた。㉁ၥし合う姿も

ᗈがらなかった。ࡑのようなᮅのࢧーࢡル対話の時間を㐣ごすことで㸪子どもたちは２年⏕のことをࡩ

り㏉りながらどうするとよいのか考えているようだった。 

㸲᭶ �� 日。ึめての「てつがく」の時間で子どもたちに「気になっていること」についてၥうた。

すると㸪昨年までのࣛࢡスの様子や⌧ᅾのࣛࢡスの様子をもとにឤじていることをḟ々と話しጞめた。 

「気になっていること」をඹ᭷することを通

して「おかわりの௙方でᅔった」ということ

や「㟼かにするってわかっているのに話しጞ

めるのがᅔる」というように㸱年⏕の⏕活が

ጞまってࡑれぞれが２年⏕との㐪いにᅔᝨし

ていることがわかった。ࡑのときにࢩ࢘ࢯが

「みんなᅔるってゝっているけど㸪ᅔるって㸪

ఱなのかな㸽」とᅔること自体に対して␲ၥ

をもった。ࡑの␲ၥが全体でもඹ᭷され㸪１

学ᮇの「てつがく」は「ᅔる」について話し

合うこととなった。 

㸦㸰㸧཭㐩ࡕ࠿ࢃ࡜あ࡛࡜ࡇ࠺ၥ࠸をぢฟࢩ࢘ࢯࡍ

 １学ᮇのࢸー࣐「ᅔる」に関して㸪てつがく対話を行う中で㸪話し合ったことをࡩり㏉り㸪ၥいが⏕

まれていく。対話がᒎ開されるとࢩ࢘ࢯは自分自㌟の⤒㦂と⤖びつけながら㸪ၥいを見つけた。「ࠗᅔ

る࠘には㸪᎘なᅔり方もあるけれどうれしくてᅔることがある」という⤒㦂にもと࡙いた஧面性に気࡙

いた。ࡑれをもとに㸪ࣛࢡス全体でうれしい気ᣢちとᅔるときの気ᣢちに㐪いがあるとឤじ㸪話し合う

ことになった。ࢩ࢘ࢯの気࡙きは㸪ࡑれまでのてつがく対話の✚み重ねにより㸪重ねていき㸪自ぬする

ことができたၥいではないだろうか。また㸪཭㐩との対話の中でࡑの自ぬしたၥいを発することでさら

に自分の考えがᗈがったり㸪深まったりするのではないかというᛮいもⱆ⏕えてきたことも❚える。て

つがく対話を通して㸪自分の考えやᛮいをわかちあうことが㸪日ᖖ的にឤじている␲ၥをゎỴするきっ

かけとなり㸪ࡑれをもとにさらに考えたいことを見出す。཭㐩と対話することのᴦしさをᑡしࡎつឤじ

ጞめた１学ᮇとなった。 

㸦㸱㸧⏕άの୰の␲ၥをၥ࠸へ

 ２学ᮇになり㸪「ᅔる」について考え合った⤒㦂をもとに「今」気になることをඹ᭷した。新しく気

になっていることを中ᚰに話し合いが⥆く中㸪１学ᮇの「ᅔる」について考えてきたことをつなげるよ

うな話も出てきた。「本当はできるのにどう

してࡩざけてしまうの㸽」「本当はᖐりにᮘ

の上にものを⨨かないのにどうして⨨くேが

いるの㸽」という発ゝから子どもたちは「本

当」ということࡤに❧ちṆまった。「本当っ

てᬑẁ౑っているけど㸪どういうことで౑っ

ているのかな」「ᴦしいことも᎘なことも⧅

がっていࡑうでみんなで話したい」とᛮいを

ඹ᭷し㸪「てつがく対話」のၥいとなった。 

㈨ᩱ㸳㸸ึ࡚ࡵの࡚ࡃࡀࡘ㸦␲ၥのඹ᭷㸧

㈨ᩱ㸴㸸㸰学ᮇጞࡵの࡚ࡃࡀࡘ㸦␲ၥのඹ᭷㸧

㸦㸲㸧ᮏᙜをぢࠖࡑ࠺ࠕࡽ࠿࡜ࡇࡿࡵࡘへ

 「本当ってఱ㸽」について考えጞめた子どもたち。「本当」を見つめる中で㸪子どもたちは自㌟の⏕

活をࡩり㏉り㸪「うࡑ」ということࡤに❧ちṆまった。ある子が「本当のことゝうのって኱ษだけど㸪

うࡑをついたことってみんなあるよね」と発した。子どもたちにᑜねてみると �� ே中 �� ேがうࡑをつ

いたことがあると話した。ࡑこで㸪「うࡑ」について考えたいというᛮいを㧗め㸪「本当ってఱ㸽」に

㏕るために「うࡑ」について考え合うこととなった。 

㸦㸳㸧ࡿࢀࡤࠕのࡑ࠺࡚ࡋ࠺࡝࡟を࠺ࡲࡋ࡚࠸ࡘの㸽ࠖ࡜ၥ࠸をࢩ࢘ࢯࡓࡗࡶ

 まࡎ㸪「うࡑってఱ㸽」と話し合うこととなり㸪ࡑれぞれがうࡑをついた際の⤒㦂を出し合った。

「ṑを☻きなさいってゝわれたけど㸪面ಽだからうࡑをついた」や「ᐟ題をやりなさいってゝわれたけ

ど㸪今やろうとしているってうࡑをついた」というᬑẁの⏕活をࡩり㏉って㸪誤㨱化すときにうࡑをつ

くことをඹ᭷した。「ㄌ⏕日の時に࣐࣐をおどろかࡑうとᛮってࢬ࢖ࣛࣉࢧした時もうࡑになる」とい

うような┦ᡭをᖾせな気ᣢちにさせるうࡑもあることに気付き㸪うࡑには㸪┦ᡭによいᛮいを୚えるう

こかࡑ。と┦ᡭをയつけたり㸪┦ᡭに自分のᝏいことを㞃しḭくためだったりすることにも気付いたࡑ

ら࢝ࣄルは㸪「よいうࡑは ���くらいで㸪よくないうࡑは ���くらいじࡷないのかな」と話した。ࡑの

ことࡤを⪺いたࢩ࢘ࢯはよくないうࡑの方に目を向け㸪「ࡤれるのにどうしてうࡑをついてしまうの㸽」

とၥいを発した。ࡑのၥいについてḟ時に全体で話し合うこととなった。 

れてしまったࡤをついてࡑれぞれがうࡑについて㸪「をついてしまうの㸽ࡑれるのにどうしてうࡤ」 

⤒㦂をඹ᭷した。ࡑの際に㸪「本当」ということࡤに戻る姿が見られた。௨ୗࡑの時の話し合いを♧す。 
シュウ 

ソウヤ 

全体 

T 

うそを積み重ねていくと，どんどん回数が多くなってい

ることを自分で覚えていなくなってしまう。カズキさん

が言ったみたいに癖になってしまう。 

うそをつくのは，大変なうそが多いんだけど…弟のおや

つを勝手に食べてしまったといううそをついて。お母さ

んからおやつがないから，弟が優先ねって言われておか

しが食べられなかったの。結局，ぼくの場合はついたう

そが自分に返ってきちゃう。 

ああ 

なるほど。ついたうそが自分のところに戻ってきちゃう

こともあるってことか。 

ソウシ 

エミ 

ソウシ 

例えばの話なんだけど，A さんが暴力をされたとしま

す。お母さんに聞かれた時にされていないとうそをつい

てしまったときには結局，本当のことを言わなかった自

分が損をしてしまうこともあると思う。 

私は，イライラした時に食べないって言った時があっ

て。ああ食べればよかったなってなったことがあって。 

それってうそなの？ 

うそっていうか…なんか本当は食べたかったけど，イラ

イラしてたからといって本当の気持ちを言わなかったか

ら食べられなくなってさ。 

 うࡑが自分のもとに㏉ってきてしまうことに気࡙いたことから㸪うࡑをついた後の出᮶஦や気ᣢちを

ඹ᭷していくことで「本当」について戻る姿が見られた。ၥいをもったࢩ࢘ࢯの発ゝを見ると「うࡑを

ついてしまったこと㸻本当のことをゝわなかった」とうࡑと本当を関係付けながら自分の考えを᭦新し

ていることが❚えた。཭㐩との対話を行う中で㸪自分の考えと⤖びつけながら新しい考えを導き出した

り㸪新しいၥいが⏕まれるきっかけとなったりすることを自ぬしているようであった。ࡑのため㸪対話

の場において㸪子どもたちが཭㐩の考えを求める姿が見られるようになったではないだろうか。 

㸦㸴㸧ࢩ࢘ࢯのၥ࡟࠸ᙳ㡪をཷࢼ࣐ࣜࡿࡅ

だけではなく㸪学⣭ෆの子どもたちにもᙳ㡪を୚えていた。ここで╔目するのࢩ࢘ࢯのၥいはࢩ࢘ࢯ 

は཭㐩の考えを受けて自ၥ自⟅する࣐ࣜࢼの姿である。 

のてつがく「をついてしまうの㸽ࡑれるのにどうしてうࡤ」 

対話のࡩり㏉りを見ると࣐ࣜࢼはࢩ࢘ࢯのၥいに対して⟅えた

の中ࢼ࣐ࣜ。について考え直していたࡑの発ゝをもとにうࢥࢥ

ではうࡑをついてしまう理⏤としてめんどうくさいがᙉいこと

を自ぬしていた。また㸪自㌟がうࡑをついた⤒㦂をᛮい出し㸪

「うࡑっていうのはやっࡥりᝏいうࡑといいうࡑがあって㸪ᝏ

いうࡑをつくとおこられるから」とまとめている。これは࣐ࣜ

をつく場合は自分の面ಽくさいという気ᣢちから᮶るࡑがうࢼ

もので㸪ࡑれをᛣられた⤒㦂が࿧び㉳こされているからだと考

えられる。対話によってࡑれぞれが自分の⤒㦂を想㉳したり㸪

再考したりすることで自ᕫの考えの変ᐜを自ぬできた。         ㈨ᩱ㸵㸸࣐ࣜࢼのࡾࡩ㏉ࡾ 

ι΢γ
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㸰 ᤵᴗᐇ㊶ࡽ࠿ࠖࡃࡀࡘ࡚ࠕぢࡓᏊࡕࡓࡶ࡝の学ࡪጼ

㸦㸯㸧ࠖࡃࡀࡘ࡚ࠕのጞࡾࡲ

㸱年⏕では㸪２年⏕までの⤒㦂を⏕かしながら「てつがく」の授業がጞまる。ప学年では㸪ࢧーࢡル

対話を中ᚰに自分の⤒㦂や考えをㄒったり㸪཭㐩の話を⫈いて㉁ၥしたりする中でᏳᚰして⫈き合うこ

とができる✵間を኱ษにしてきた。㸱年⏕となりࣛࢡス᭰えがあったが㸪ᮅの時間にࢧーࢡル対話の時

間を設けることで２年⏕までのᏳᚰして⫈き合える✵間を引き継ࡄことを意㆑した。

しかし㸪㸲᭶当ึはなかなか自分のゝいたいことをゝい出せなかったり㸪話を⫈き合えなかったりす

る姿が見られた。཭㐩にఱかをఏえたいというᛮいがなかなかఏわってこなかった。話しᡭの子は㸪

「බᅬに出かけました」「㔝⌫をしました」など出᮶஦をただ話す時間となっていた。㉁ၥし合う姿も

ᗈがらなかった。ࡑのようなᮅのࢧーࢡル対話の時間を㐣ごすことで㸪子どもたちは２年⏕のことをࡩ

り㏉りながらどうするとよいのか考えているようだった。 

㸲᭶ �� 日。ึめての「てつがく」の時間で子どもたちに「気になっていること」についてၥうた。

すると㸪昨年までのࣛࢡスの様子や⌧ᅾのࣛࢡスの様子をもとにឤじていることをḟ々と話しጞめた。 

「気になっていること」をඹ᭷することを通

して「おかわりの௙方でᅔった」ということ

や「㟼かにするってわかっているのに話しጞ

めるのがᅔる」というように㸱年⏕の⏕活が

ጞまってࡑれぞれが２年⏕との㐪いにᅔᝨし

ていることがわかった。ࡑのときにࢩ࢘ࢯが

「みんなᅔるってゝっているけど㸪ᅔるって㸪

ఱなのかな㸽」とᅔること自体に対して␲ၥ

をもった。ࡑの␲ၥが全体でもඹ᭷され㸪１

学ᮇの「てつがく」は「ᅔる」について話し

合うこととなった。

㸦㸰㸧཭㐩ࡕ࠿ࢃ࡜あ࡛࡜ࡇ࠺ၥ࠸をぢฟࢩ࢘ࢯࡍ

１学ᮇのࢸー࣐「ᅔる」に関して㸪てつがく対話を行う中で㸪話し合ったことをࡩり㏉り㸪ၥいが⏕

まれていく。対話がᒎ開されるとࢩ࢘ࢯは自分自㌟の⤒㦂と⤖びつけながら㸪ၥいを見つけた。「ࠗᅔ

る࠘には㸪᎘なᅔり方もあるけれどうれしくてᅔることがある」という⤒㦂にもと࡙いた஧面性に気࡙

いた。ࡑれをもとに㸪ࣛࢡス全体でうれしい気ᣢちとᅔるときの気ᣢちに㐪いがあるとឤじ㸪話し合う

ことになった。ࢩ࢘ࢯの気࡙きは㸪ࡑれまでのてつがく対話の✚み重ねにより㸪重ねていき㸪自ぬする

ことができたၥいではないだろうか。また㸪཭㐩との対話の中でࡑの自ぬしたၥいを発することでさら

に自分の考えがᗈがったり㸪深まったりするのではないかというᛮいもⱆ⏕えてきたことも❚える。て

つがく対話を通して㸪自分の考えやᛮいをわかちあうことが㸪日ᖖ的にឤじている␲ၥをゎỴするきっ

かけとなり㸪ࡑれをもとにさらに考えたいことを見出す。཭㐩と対話することのᴦしさをᑡしࡎつឤじ

ጞめた１学ᮇとなった。 

㸦㸱㸧⏕άの୰の␲ၥをၥ࠸へ

２学ᮇになり㸪「ᅔる」について考え合った⤒㦂をもとに「今」気になることをඹ᭷した。新しく気

になっていることを中ᚰに話し合いが⥆く中㸪１学ᮇの「ᅔる」について考えてきたことをつなげるよ

うな話も出てきた。「本当はできるのにどう

してࡩざけてしまうの㸽」「本当はᖐりにᮘ

の上にものを⨨かないのにどうして⨨くேが

いるの㸽」という発ゝから子どもたちは「本

当」ということࡤに❧ちṆまった。「本当っ

てᬑẁ౑っているけど㸪どういうことで౑っ

ているのかな」「ᴦしいことも᎘なことも⧅

がっていࡑうでみんなで話したい」とᛮいを

ඹ᭷し㸪「てつがく対話」のၥいとなった。

㈨ᩱ㸳㸸ึ࡚ࡵの࡚ࡃࡀࡘ㸦␲ၥのඹ᭷㸧

㈨ᩱ㸴㸸㸰学ᮇጞࡵの࡚ࡃࡀࡘ㸦␲ၥのඹ᭷㸧

㸦㸲㸧ᮏᙜをぢࠖࡑ࠺ࠕࡽ࠿࡜ࡇࡿࡵࡘへ

 「本当ってఱ㸽」について考えጞめた子どもたち。「本当」を見つめる中で㸪子どもたちは自㌟の⏕

活をࡩり㏉り㸪「うࡑ」ということࡤに❧ちṆまった。ある子が「本当のことゝうのって኱ษだけど㸪

うࡑをついたことってみんなあるよね」と発した。子どもたちにᑜねてみると �� ே中 �� ேがうࡑをつ

いたことがあると話した。ࡑこで㸪「うࡑ」について考えたいというᛮいを㧗め㸪「本当ってఱ㸽」に

㏕るために「うࡑ」について考え合うこととなった。 

㸦㸳㸧ࡿࢀࡤࠕのࡑ࠺࡚ࡋ࠺࡝࡟を࠺ࡲࡋ࡚࠸ࡘの㸽ࠖ࡜ၥ࠸をࢩ࢘ࢯࡓࡗࡶ

 まࡎ㸪「うࡑってఱ㸽」と話し合うこととなり㸪ࡑれぞれがうࡑをついた際の⤒㦂を出し合った。

「ṑを☻きなさいってゝわれたけど㸪面ಽだからうࡑをついた」や「ᐟ題をやりなさいってゝわれたけ

ど㸪今やろうとしているってうࡑをついた」というᬑẁの⏕活をࡩり㏉って㸪誤㨱化すときにうࡑをつ

くことをඹ᭷した。「ㄌ⏕日の時に࣐࣐をおどろかࡑうとᛮってࢬ࢖ࣛࣉࢧした時もうࡑになる」とい

うような┦ᡭをᖾせな気ᣢちにさせるうࡑもあることに気付き㸪うࡑには㸪┦ᡭによいᛮいを୚えるう

こかࡑ。と┦ᡭをയつけたり㸪┦ᡭに自分のᝏいことを㞃しḭくためだったりすることにも気付いたࡑ

ら࢝ࣄルは㸪「よいうࡑは ���くらいで㸪よくないうࡑは ���くらいじࡷないのかな」と話した。ࡑの

ことࡤを⪺いたࢩ࢘ࢯはよくないうࡑの方に目を向け㸪「ࡤれるのにどうしてうࡑをついてしまうの㸽」

とၥいを発した。ࡑのၥいについてḟ時に全体で話し合うこととなった。 

れてしまったࡤをついてࡑれぞれがうࡑについて㸪「をついてしまうの㸽ࡑれるのにどうしてうࡤ」 

⤒㦂をඹ᭷した。ࡑの際に㸪「本当」ということࡤに戻る姿が見られた。௨ୗࡑの時の話し合いを♧す。 
シュウ

ソウヤ

全体 

T 

うそを積み重ねていくと，どんどん回数が多くなってい

ることを自分で覚えていなくなってしまう。カズキさん

が言ったみたいに癖になってしまう。 

うそをつくのは，大変なうそが多いんだけど…弟のおや

つを勝手に食べてしまったといううそをついて。お母さ

んからおやつがないから，弟が優先ねって言われておか

しが食べられなかったの。結局，ぼくの場合はついたう

そが自分に返ってきちゃう。 

ああ 

なるほど。ついたうそが自分のところに戻ってきちゃう

こともあるってことか。 

ソウシ

エミ

ソウシ

例えばの話なんだけど，A さんが暴力をされたとしま

す。お母さんに聞かれた時にされていないとうそをつい

てしまったときには結局，本当のことを言わなかった自

分が損をしてしまうこともあると思う。 

私は，イライラした時に食べないって言った時があっ

て。ああ食べればよかったなってなったことがあって。 

それってうそなの？ 

うそっていうか…なんか本当は食べたかったけど，イラ

イラしてたからといって本当の気持ちを言わなかったか

ら食べられなくなってさ。

 うࡑが自分のもとに㏉ってきてしまうことに気࡙いたことから㸪うࡑをついた後の出᮶஦や気ᣢちを

ඹ᭷していくことで「本当」について戻る姿が見られた。ၥいをもったࢩ࢘ࢯの発ゝを見ると「うࡑを

ついてしまったこと㸻本当のことをゝわなかった」とうࡑと本当を関係付けながら自分の考えを᭦新し

ていることが❚えた。཭㐩との対話を行う中で㸪自分の考えと⤖びつけながら新しい考えを導き出した

り㸪新しいၥいが⏕まれるきっかけとなったりすることを自ぬしているようであった。ࡑのため㸪対話

の場において㸪子どもたちが཭㐩の考えを求める姿が見られるようになったではないだろうか。 

㸦㸴㸧ࢩ࢘ࢯのၥ࡟࠸ᙳ㡪をཷࢼ࣐ࣜࡿࡅ

だけではなく㸪学⣭ෆの子どもたちにもᙳ㡪を୚えていた。ここで╔目するのࢩ࢘ࢯのၥいはࢩ࢘ࢯ 

は཭㐩の考えを受けて自ၥ自⟅する࣐ࣜࢼの姿である。 

のてつがく「をついてしまうの㸽ࡑれるのにどうしてうࡤ」

対話のࡩり㏉りを見ると࣐ࣜࢼはࢩ࢘ࢯのၥいに対して⟅えた

の中ࢼ࣐ࣜ。について考え直していたࡑの発ゝをもとにうࢥࢥ

ではうࡑをついてしまう理⏤としてめんどうくさいがᙉいこと

を自ぬしていた。また㸪自㌟がうࡑをついた⤒㦂をᛮい出し㸪

「うࡑっていうのはやっࡥりᝏいうࡑといいうࡑがあって㸪ᝏ

いうࡑをつくとおこられるから」とまとめている。これは࣐ࣜ

をつく場合は自分の面ಽくさいという気ᣢちから᮶るࡑがうࢼ

もので㸪ࡑれをᛣられた⤒㦂が࿧び㉳こされているからだと考

えられる。対話によってࡑれぞれが自分の⤒㦂を想㉳したり㸪

再考したりすることで自ᕫの考えの変ᐜを自ぬできた。         ㈨ᩱ㸵㸸࣐ࣜࢼのࡾࡩ㏉ࡾ 
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どする౯್ほがあった。しかし㸪学⩦が進むにつれ㸪タ࢝ࢩはࣃࢹートに対する考えがᗈがっていく。

≉に㸪ࣃࢹートでാくඵⓒᒇや㨶ᒇのேの話をど⫈したときのࡩりかえりが༳㇟的であった。「おᗑの

ேはࡑの㔝⳯ࡑれぞれをよく知っている」「いろいろなこと㸦౑い方࣭㣗べ方㸧を教えてくれる」「ఱ

かわからないことも⪺いたら⟅えてくれࡑう」「ぶ㏆ឤをឤじる」と㸪ࡑれまで᥋点のなかった௚者と

の出会いを通じて㸪タ࢝ࢩは「ຠ率性」では れない౯್の存ᅾに目を向けጞめ㸪༢なる⤒῭的合理性

では捉えきれない㸪「ࡦと࣭もの࣭こと」との関係性の㇏かさに気࡙いていった。「自分には関係ない」

とᛮっていたࣃࢹートが㸪「知らなかったけれど኱ษなఱか」をもつ存ᅾへと変わった▐間である。 

㸦㸲㸧௚⪅ࡽ࠿学びᴦࡉࡋをឤࡿࡌ
༢元が進むにつれ㸪子どもたちは「ࣃࢹートがよいか㸭よくないか」を༢⣧にุ᩿するのではなく㸪

㈨ᩱから௚者の考えにゐれたり㸪཭㐩の気࡙きや考えを⫈いたりすることを通して㸪自㌟のこれまでの

考えがᦂさぶられ㸪新たな考えを創造していった。ࡑの㐣程で㢧ⴭであったのが㸪「௚のேの話を⫈く

こと」ࡑのものに౯್を見いだし㸪学びをᴦしむ姿である。ࡩり㏉りをඹ᭷する場面では㸪「え㸪ࡑう

いう考えもあるのか」「なる࡯ど㸪おもしろい」「ࡑれはᛮいつかなかった」「自分と同じ考えだ」と

いうつぶやきが自↛と⪺かれるようになった。タ࢝ࢩのように㸪཭㐩の考えを受け㸪前の時間にはྰ定

的に捉えていたࣃࢹートのᙺ๭について㸪「ࡑう考えると㸪なくなったらᅔるேもいるかもしれない」

と᮲௳付きで捉え直す姿も見られた。ここでは㸪ṇゎに㏆࡙くことよりも㸪「考えがᗈがること」「考

えが変わること」自体が⫯定的に受けṆめられている。 

また㸪子どもたちは௚者の意見を「ྰ定する対㇟」ではなく㸪「考えるためのᮦᩱ」として捉えጞ

めていた。自分と␗なる意見に出会った際も㸪すࡄに཯ㄽするのではなく㸪「どうしてࡑうᛮったのだ

ろう」「ࡑのேの❧場だったら」と⫼ᬒを想ീしながら⫈こうとするែ度が育ちつつあった。こうした

気࡙き合い学び合う関係性をさらに㧗めるために㸪継⥆的に学⩦に取り組んでいきたい。 

㸲 ◊✲の࡜ࡵ࡜ࡲ௒ᚋのㄢ㢟

 㸱学年部会では㸪「関係にᇶ࡙くホ౯」を通して㸪関係の中で自分を知り㸪ၥい直し㸪変ᐜを自ぬす

ることで自分らしさを見出していけるのではないかと考えた。具体的には㸪ᛮいや活動についてࡦらく

場を日ᖖ的に取りධれ㸪社会とかかわるᶵ会を設けた。また㸪教ᖌと子どものホ౯ほをၥい直してきた。 

 「てつがく」の実㊶では㸪「関係にᇶ࡙くホ౯」を✚み重ねることで㸪子どもたちが௚者を求め㸪自

分を㧗めようとする姿がみられた。これは㸪ࡑれぞれの学びがホ౯によって継⥆されると同時に㸪子ど

も同ኈの関係の㉁を㇏かにするという成果のあらわれである。 

「社会」の実㊶では㸪新たな௚者との出会いによって㸪自分たちの⤒㦂が࿧び㉳こされ㸪考えを᭦

新し⥆けていく姿が見られた。さらに㸪子どもたちの教科ほをも変えていくྍ⬟性を見いだした。この

姿は㸪「関係にᇶ࡙くホ౯」により㸪学びのࢭࣟࣉスの㉁が向上したことで㸪⌧れたと考えられる。 

 子どもと教ᖌのホ౯ឤをၥい直すことで㸪子どもたちの変ᐜを学⩦だけではなく㸪日ᖖ⏕活において

ឤじることにつながった。２学ᮇ終業ᘧの学年㞟会で㸪学年ጤ員の子が自分たちのࡩり㏉りを㏙べた後㸪

学年全体に「みんなもࡩり㏉りを発⾲してください」とᢞげかけた。発⾲に対し㸪௚の子も⪥をഴけ㸪

㢔く姿があった。㸱学ᮇのጞ業ᘧには㸪新しい学年ጤ員の子が「２学ᮇのみんなのࡩり㏉りを⏕かした

い」と㏙べた。ࡩり㏉りのඹ᭷を求める姿は㸪「できたできない」というࢪࢵࣕࢪではなく㸪自分のよ

さや཭㐩のよさを求めるホ౯ほが子どもの中に⏕成されたからこࡑであろう。このような変ᐜは㸪教ᖌ

にもあった。さらに㸪子どものࡩり㏉りに対するಖㆤ者のࢥメントにも見られた。 

 一方で㸪みんなにࡩり㏉りをࡦらくことに᢬ᢠがある子もいる。௚者にどう見られるかという意㆑が

ᙉくなる㸱年⏕だからこࡑであろう。ࡑれは㸪今後も向き合っていかなけれࡤならない課題である。

ᡃ々教ᖌがみている子どもの姿は㸪一部にすࡂない。一ேでは㝈られた一面でしかホ౯できないことを

自ぬし㸪཭㐩㸪ಖㆤ者㸪教員㸪ࡑして自分自㌟とかかわっていくことが኱ษである。 

 㸦片山元㸪ᮡ㔝㸪ᐑᕝ㸪᳃㸧 
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㸦㸵㸧ࡾࡩ࡚ࡋ࠺࡝㏉ࡿの࠿
り㏉りを見てみると㸪௚者とかかわりながら㸪自分がよりよく変ᐜしたとࡩの「てつがく」のࢩ࢘ࢯ 

自ぬすること㸪自分の中で変化しないことに気࡙き㸪自㌟の変ᐜを自ぬしていることがみとれた。「て

つがく」での対話の時間の⤒㦂がᮅのࢧーࢡル対話にもᙳ㡪を୚え㸪㉁ၥし合うことをᴦしんでいる。 

 ２学ᮇのࡩり㏉りに「アࣛタくんがゝったように͐」と᭩き出し㸪本当には஦実や┿実という意࿡に

ຍえ㸪「がんࡤれࡤできるはࡎ」というようなᕼᮃやᮇᚅも㎸められているゝⴥではないかと考えを᭦

新していた。このような考えの᭦新は㸪௚者と対話するからこࡑ⏕まれて 

᮶るものではないだろうか。ࢩ࢘ࢯが考えの᭦新を自ぬすることが今 

後の「てつがく」へのᮇᚅを㧗めることにつながるだろう。 

 「関係にᇶ࡙くホ౯」を✚み重ねることで㸪௚者を求め㸪自ᕫを㧗 

めようとする学びに対する動ᶵを㧗めることとなる。また㸪௚者との   

関係性が深まっていくことが「関係にᇶ࡙くホ౯」の㉁の㧗まりにつ    

ながると考え㸪今後も姿を見つめていきたい。            ㈨ᩱ㸶㸸࡚ࡃࡀࡘᑐヰのᵝᏊ

            

㸱 ᤵᴗᐇ㊶ࠕ♫఍ࠖࡽ࠿ぢࡓᏊࡕࡓࡶ࡝の学ࡪጼ

㸦㸯㸧ࠕ♫఍ࠖの学⩦のጞࡾࡲ
社会の学⩦がጞまる㸱年⏕。子どもたちは㸪新たに出会う教科へのᮇᚅを⬚にやって᮶た。授業ෑ

㢌にᑜねた「社会ってどんなຮᙉだとᛮう㸽」というၥいに㸪「Ṕྐのேをいっࡥいぬえる」「㒔道ᗓ

┴を全部ぬえる」「ᆅᅗグྕはもうぬえたよ」と㸪子どもたちの多くは͆ぬえる͇というキー࣡ーࢻを

もとにㄒっていた。これらのゝⴥは㸪ࣅࣞࢸや <RX7XEH のࢬ࢖ࢡ␒組㸪ಖㆤ者の⿕教育体㦂㸪あるいは

඗ጜの様子を通してᙧ成された㸪እ的ᙳ㡪に⏤᮶する࢖メーࢪだと考えられる。つまり㸪社会の学⩦は

「知㆑をၥわれる教科」「ࢸストで⟅えられることが኱ษ」という認㆑が᰿ᗏにある。こうした認㆑の

もとでは㸪௚者と知㆑を➇い合ったり㸪༢に知㆑をఏえ合ったりする学びが中ᚰとなりやすく㸪「社会

的஦㇟を自分஦として捉える」「௚者との㐪いやඹ通点から考える」といった社会本᮶の学びからは㐲

ざかってしまう༴うさがある。知㆑の⩦ᚓࡑのものをྰ定するのではなく㸪子どもたちが「知る」こと

から「気࡙く」「考える」ことへと歩みを進めていくような学びを目指した。 

㸦㸰㸧ㄪᰝ⤖ᯝࡽ࠿ၥ࠸をぢฟࡍ

༢元ෑ㢌㸪子どもたちは「ᐙᗞの㈙い≀の実ែ」について

１㐌間ㄪᰝを行った。「スーࣃー࣐ーケࢵト」「ࣃࢹート」

の「の௚ࡑ」「ンストア࢖ンࣛ࢜」「⾤ᗑၟ」「ࢽࣅンࢥ」

分㢮にᇶ࡙き㸪ᐙのேがఱ回฼⏝しているかをグ㘓し㸪ࡑの

ータを学⣭全体で㞟⣙࣭ྍど化した㸦㈨ᩱ㸷参↷㸧。「スࢹ

ーࣃーが一␒多い」「やっࡥり日ᖖで౑っているから」「ࢥ

ンࢽࣅも多い」「いろんな場ᡤにあるからかな」と㸪⤖果を

見た子どもたちは㈨ᩱにもと࡙いた分ᯒを自↛にጞめた。中

でもὀ目すべきは㸪ࢧトࢥの「ࣃࢹートに行くேがᑡないの

はなࡐだろう㸽」というၥいである。この一ゝをዎᶵに㸪

୙ᬒ気でみんな⠇⣙して」「ートは㧗いから行かないࣃࢹ」

いる」「スーࣃーやࢥンࢽࣅがあれࡤᅔらない」というࣃࢹ

ートに対するྰ定的な意見が出る一方で㸪「ࣃࢹートはⰍ々なものが一気に㈙えるから౽฼」「ࣃࢹー

トには≉別なものが኎っている」「おẕさんが果≀とか㈙っているよ」など⫯定的な⤒㦂もඹ᭷されて

いった。 

このようにして子どもたちは㌟㏆な⤒㦂をもとに意見を஺わしながら㸪自↛と「ࣃࢹート」という

社会的対㇟への関ᚰを㧗めていった。「なࡐேはࣃࢹートに行くのか㸭行かないのか」「ࣃࢹートには

どんな㨩ຊがあるのか」といったၥいが⏕まれていったことは㸪学びとしての㠀ᖖに重せな一歩である。 

㸦㸱㸧௚⪅ࡽ࠿Ẽ࡙ࡁをᚓ࡚㸪⪃࠼をᗈࢩ࢝ࢱࡿࡆ
タ࢝ࢩは㸪༢元のึᮇに「ࣃࢹートなんかなくてもぶっちࡷけいい」と᭩いていた。自㌟やᐙ᪘が

日ᖖ的にࣃࢹートを฼⏝していないという⏕活⤒㦂からくる実ឤであろう。ࡑの⫼ᬒには㸪「スーࣃー

が一␒ࢥスࣃがよくて㸪ࢥンࢽࣅが一␒タࣃ࢖がいい」というように㸪時間と㈝⏝の「ຠ率性」を最重

㈨ᩱ㸷㸸ࠕ㈙࠸≀ㄪࠖ࡭学⣭の㞟⣙⤖ᯝ 
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どする౯್ほがあった。しかし㸪学⩦が進むにつれ㸪タ࢝ࢩはࣃࢹートに対する考えがᗈがっていく。

≉に㸪ࣃࢹートでാくඵⓒᒇや㨶ᒇのேの話をど⫈したときのࡩりかえりが༳㇟的であった。「おᗑの

ேはࡑの㔝⳯ࡑれぞれをよく知っている」「いろいろなこと㸦౑い方࣭㣗べ方㸧を教えてくれる」「ఱ

かわからないことも⪺いたら⟅えてくれࡑう」「ぶ㏆ឤをឤじる」と㸪ࡑれまで᥋点のなかった௚者と

の出会いを通じて㸪タ࢝ࢩは「ຠ率性」では れない౯್の存ᅾに目を向けጞめ㸪༢なる⤒῭的合理性

では捉えきれない㸪「ࡦと࣭もの࣭こと」との関係性の㇏かさに気࡙いていった。「自分には関係ない」

とᛮっていたࣃࢹートが㸪「知らなかったけれど኱ษなఱか」をもつ存ᅾへと変わった▐間である。 

㸦㸲㸧௚⪅ࡽ࠿学びᴦࡉࡋをឤࡿࡌ
༢元が進むにつれ㸪子どもたちは「ࣃࢹートがよいか㸭よくないか」を༢⣧にุ᩿するのではなく㸪

㈨ᩱから௚者の考えにゐれたり㸪཭㐩の気࡙きや考えを⫈いたりすることを通して㸪自㌟のこれまでの

考えがᦂさぶられ㸪新たな考えを創造していった。ࡑの㐣程で㢧ⴭであったのが㸪「௚のேの話を⫈く

こと」ࡑのものに౯್を見いだし㸪学びをᴦしむ姿である。ࡩり㏉りをඹ᭷する場面では㸪「え㸪ࡑう

いう考えもあるのか」「なる࡯ど㸪おもしろい」「ࡑれはᛮいつかなかった」「自分と同じ考えだ」と

いうつぶやきが自↛と⪺かれるようになった。タ࢝ࢩのように㸪཭㐩の考えを受け㸪前の時間にはྰ定

的に捉えていたࣃࢹートのᙺ๭について㸪「ࡑう考えると㸪なくなったらᅔるேもいるかもしれない」

と᮲௳付きで捉え直す姿も見られた。ここでは㸪ṇゎに㏆࡙くことよりも㸪「考えがᗈがること」「考

えが変わること」自体が⫯定的に受けṆめられている。 

また㸪子どもたちは௚者の意見を「ྰ定する対㇟」ではなく㸪「考えるためのᮦᩱ」として捉えጞ

めていた。自分と␗なる意見に出会った際も㸪すࡄに཯ㄽするのではなく㸪「どうしてࡑうᛮったのだ

ろう」「ࡑのேの❧場だったら」と⫼ᬒを想ീしながら⫈こうとするែ度が育ちつつあった。こうした

気࡙き合い学び合う関係性をさらに㧗めるために㸪継⥆的に学⩦に取り組んでいきたい。 

㸲 ◊✲の࡜ࡵ࡜ࡲ௒ᚋのㄢ㢟

 㸱学年部会では㸪「関係にᇶ࡙くホ౯」を通して㸪関係の中で自分を知り㸪ၥい直し㸪変ᐜを自ぬす

ることで自分らしさを見出していけるのではないかと考えた。具体的には㸪ᛮいや活動についてࡦらく

場を日ᖖ的に取りධれ㸪社会とかかわるᶵ会を設けた。また㸪教ᖌと子どものホ౯ほをၥい直してきた。 

 「てつがく」の実㊶では㸪「関係にᇶ࡙くホ౯」を✚み重ねることで㸪子どもたちが௚者を求め㸪自

分を㧗めようとする姿がみられた。これは㸪ࡑれぞれの学びがホ౯によって継⥆されると同時に㸪子ど

も同ኈの関係の㉁を㇏かにするという成果のあらわれである。 

「社会」の実㊶では㸪新たな௚者との出会いによって㸪自分たちの⤒㦂が࿧び㉳こされ㸪考えを᭦

新し⥆けていく姿が見られた。さらに㸪子どもたちの教科ほをも変えていくྍ⬟性を見いだした。この

姿は㸪「関係にᇶ࡙くホ౯」により㸪学びのࢭࣟࣉスの㉁が向上したことで㸪⌧れたと考えられる。 

 子どもと教ᖌのホ౯ឤをၥい直すことで㸪子どもたちの変ᐜを学⩦だけではなく㸪日ᖖ⏕活において

ឤじることにつながった。２学ᮇ終業ᘧの学年㞟会で㸪学年ጤ員の子が自分たちのࡩり㏉りを㏙べた後㸪

学年全体に「みんなもࡩり㏉りを発⾲してください」とᢞげかけた。発⾲に対し㸪௚の子も⪥をഴけ㸪

㢔く姿があった。㸱学ᮇのጞ業ᘧには㸪新しい学年ጤ員の子が「２学ᮇのみんなのࡩり㏉りを⏕かした

い」と㏙べた。ࡩり㏉りのඹ᭷を求める姿は㸪「できたできない」というࢪࢵࣕࢪではなく㸪自分のよ

さや཭㐩のよさを求めるホ౯ほが子どもの中に⏕成されたからこࡑであろう。このような変ᐜは㸪教ᖌ

にもあった。さらに㸪子どものࡩり㏉りに対するಖㆤ者のࢥメントにも見られた。 

 一方で㸪みんなにࡩり㏉りをࡦらくことに᢬ᢠがある子もいる。௚者にどう見られるかという意㆑が

ᙉくなる㸱年⏕だからこࡑであろう。ࡑれは㸪今後も向き合っていかなけれࡤならない課題である。

ᡃ々教ᖌがみている子どもの姿は㸪一部にすࡂない。一ேでは㝈られた一面でしかホ౯できないことを

自ぬし㸪཭㐩㸪ಖㆤ者㸪教員㸪ࡑして自分自㌟とかかわっていくことが኱ษである。 

 㸦片山元㸪ᮡ㔝㸪ᐑᕝ㸪᳃㸧 
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㸦㸵㸧ࡾࡩ࡚ࡋ࠺࡝㏉ࡿの࠿
り㏉りを見てみると㸪௚者とかかわりながら㸪自分がよりよく変ᐜしたとࡩの「てつがく」のࢩ࢘ࢯ 

自ぬすること㸪自分の中で変化しないことに気࡙き㸪自㌟の変ᐜを自ぬしていることがみとれた。「て

つがく」での対話の時間の⤒㦂がᮅのࢧーࢡル対話にもᙳ㡪を୚え㸪㉁ၥし合うことをᴦしんでいる。 

 ２学ᮇのࡩり㏉りに「アࣛタくんがゝったように͐」と᭩き出し㸪本当には஦実や┿実という意࿡に

ຍえ㸪「がんࡤれࡤできるはࡎ」というようなᕼᮃやᮇᚅも㎸められているゝⴥではないかと考えを᭦

新していた。このような考えの᭦新は㸪௚者と対話するからこࡑ⏕まれて 

᮶るものではないだろうか。ࢩ࢘ࢯが考えの᭦新を自ぬすることが今 

後の「てつがく」へのᮇᚅを㧗めることにつながるだろう。 

 「関係にᇶ࡙くホ౯」を✚み重ねることで㸪௚者を求め㸪自ᕫを㧗 

めようとする学びに対する動ᶵを㧗めることとなる。また㸪௚者との   

関係性が深まっていくことが「関係にᇶ࡙くホ౯」の㉁の㧗まりにつ    

ながると考え㸪今後も姿を見つめていきたい。            ㈨ᩱ㸶㸸࡚ࡃࡀࡘᑐヰのᵝᏊ

            

㸱 ᤵᴗᐇ㊶ࠕ♫఍ࠖࡽ࠿ぢࡓᏊࡕࡓࡶ࡝の学ࡪጼ

㸦㸯㸧ࠕ♫఍ࠖの学⩦のጞࡾࡲ
社会の学⩦がጞまる㸱年⏕。子どもたちは㸪新たに出会う教科へのᮇᚅを⬚にやって᮶た。授業ෑ

㢌にᑜねた「社会ってどんなຮᙉだとᛮう㸽」というၥいに㸪「Ṕྐのேをいっࡥいぬえる」「㒔道ᗓ

┴を全部ぬえる」「ᆅᅗグྕはもうぬえたよ」と㸪子どもたちの多くは͆ぬえる͇というキー࣡ーࢻを

もとにㄒっていた。これらのゝⴥは㸪ࣅࣞࢸや <RX7XEH のࢬ࢖ࢡ␒組㸪ಖㆤ者の⿕教育体㦂㸪あるいは

඗ጜの様子を通してᙧ成された㸪እ的ᙳ㡪に⏤᮶する࢖メーࢪだと考えられる。つまり㸪社会の学⩦は

「知㆑をၥわれる教科」「ࢸストで⟅えられることが኱ษ」という認㆑が᰿ᗏにある。こうした認㆑の

もとでは㸪௚者と知㆑を➇い合ったり㸪༢に知㆑をఏえ合ったりする学びが中ᚰとなりやすく㸪「社会

的஦㇟を自分஦として捉える」「௚者との㐪いやඹ通点から考える」といった社会本᮶の学びからは㐲

ざかってしまう༴うさがある。知㆑の⩦ᚓࡑのものをྰ定するのではなく㸪子どもたちが「知る」こと

から「気࡙く」「考える」ことへと歩みを進めていくような学びを目指した。 

㸦㸰㸧ㄪᰝ⤖ᯝࡽ࠿ၥ࠸をぢฟࡍ

༢元ෑ㢌㸪子どもたちは「ᐙᗞの㈙い≀の実ែ」について

１㐌間ㄪᰝを行った。「スーࣃー࣐ーケࢵト」「ࣃࢹート」

の「の௚ࡑ」「ンストア࢖ンࣛ࢜」「⾤ᗑၟ」「ࢽࣅンࢥ」

分㢮にᇶ࡙き㸪ᐙのேがఱ回฼⏝しているかをグ㘓し㸪ࡑの

ータを学⣭全体で㞟⣙࣭ྍど化した㸦㈨ᩱ㸷参↷㸧。「スࢹ

ーࣃーが一␒多い」「やっࡥり日ᖖで౑っているから」「ࢥ

ンࢽࣅも多い」「いろんな場ᡤにあるからかな」と㸪⤖果を

見た子どもたちは㈨ᩱにもと࡙いた分ᯒを自↛にጞめた。中

でもὀ目すべきは㸪ࢧトࢥの「ࣃࢹートに行くேがᑡないの

はなࡐだろう㸽」というၥいである。この一ゝをዎᶵに㸪

୙ᬒ気でみんな⠇⣙して」「ートは㧗いから行かないࣃࢹ」

いる」「スーࣃーやࢥンࢽࣅがあれࡤᅔらない」というࣃࢹ

ートに対するྰ定的な意見が出る一方で㸪「ࣃࢹートはⰍ々なものが一気に㈙えるから౽฼」「ࣃࢹー

トには≉別なものが኎っている」「おẕさんが果≀とか㈙っているよ」など⫯定的な⤒㦂もඹ᭷されて

いった。 

このようにして子どもたちは㌟㏆な⤒㦂をもとに意見を஺わしながら㸪自↛と「ࣃࢹート」という

社会的対㇟への関ᚰを㧗めていった。「なࡐேはࣃࢹートに行くのか㸭行かないのか」「ࣃࢹートには

どんな㨩ຊがあるのか」といったၥいが⏕まれていったことは㸪学びとしての㠀ᖖに重せな一歩である。 

㸦㸱㸧௚⪅ࡽ࠿Ẽ࡙ࡁをᚓ࡚㸪⪃࠼をᗈࢩ࢝ࢱࡿࡆ
タ࢝ࢩは㸪༢元のึᮇに「ࣃࢹートなんかなくてもぶっちࡷけいい」と᭩いていた。自㌟やᐙ᪘が

日ᖖ的にࣃࢹートを฼⏝していないという⏕活⤒㦂からくる実ឤであろう。ࡑの⫼ᬒには㸪「スーࣃー

が一␒ࢥスࣃがよくて㸪ࢥンࢽࣅが一␒タࣃ࢖がいい」というように㸪時間と㈝⏝の「ຠ率性」を最重

㈨ᩱ㸷㸸ࠕ㈙࠸≀ㄪࠖ࡭学⣭の㞟⣙⤖ᯝ 
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